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磁気圏境界域近傍におけるＰｃ３およびＰｃ５

Wave properties of Pc 3 and Pc 5 ULF signals observed by GEOTAIL near the dayside

magneopause
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磁気圏境界近傍における電磁流体波動Ｐｃ３およびＰｃ５の発生および伝播について調べた。使用したデータ
はジオテイル衛星の電場、磁場、プラズマのデータで、期間は１９９４年１２月から１９９７年２月の中、昼側
磁気圏境界に沿った軌道、および境界を横切った軌道の５８パスについて調べた。
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解析結果は次の様に纏められる。先ず、Ｐｃ３については、１）殆どが磁気圏の内側subsolar point を中心に前
後８時間位の範囲で観測された。２）磁場および電場のいずれかで観測された分布を比較すると、電場より磁場
変動でのＰｃ３の発生分布の方がより広い領域を示した。Ｐｃ５では１）朝側、夕方側のf l a n kで頻繁に観測され
た。ジオテイル衛星の軌道はsubsolar point近傍を多く通過しているにも拘わらずsubsolar point近傍での観測頻度
は低くかった。これはＰｃ３の発生領域分布と大きく異なる。２）しかし、朝側では磁気圏境界よりかなり内側

（１０～１５Ｒｅ）であるのに対し、夕方側では境界のすぐ内側（１３～１８Ｒｅ）で観測された。朝側と夕方側
での発生領域の非対称性および波動としての性質の違いが明瞭にあらわれた。


